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施策と取組第4章
施策体系図

施策の方向

Ⅰ-1 脱炭素に向けた環境に
やさしい行動を促進する

Ⅰ-2 脱炭素のまちをつくる

Ⅰ-3 気候変動に適応するまちをつくる

Ⅱ-1 生物多様性を保全する

Ⅱ-2 みどりを保全・創出する

Ⅱ-3 人と自然のつながりを
深めるまちをつくる

Ⅲ-1 リデュース・リユースを推進する

Ⅲ-2 質の高いリサイクルを実現する

Ⅲ-3 安定的で適正な
ごみ処理を推進する

Ⅳ-1 健康・快適な環境を保全する

Ⅳ-2 美しいまちづくりを推進する

共-1 区の業務における環境配慮行動を
促進する

共-2 環境行動力向上のための普及啓発・
環境教育を促進する

共-3 環境人材を育成し、活動の場を広げる

共-4 連携・協働の仕組みをつくる
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目指すべき
環境都市像

4つの基本目標と共通目標

基本目標Ⅰ

地球温暖化対策
気候変動に適応し、脱炭素社会の実現に向けた取組を進めるまち

<包含する分野別計画 >
豊島区地球温暖化対策実行計画（区域施策編）
豊島区気候変動適応計画

基本目標Ⅱ

自然共生
みどりや生きものの豊かさを育み、人と自然がつながるまち

<包含する分野別計画 >
豊島区生物多様性地域戦略

基本目標Ⅲ

資源循環
ごみを出さないくらしと資源の循環に協働して取り組むまち

<個別に定める計画 >
豊島区一般廃棄物処理基本計画
豊島区災害廃棄物処理基本計画

基本目標Ⅳ

快適環境
すべての人が安全・安心・快適な環境の中でくらし活動できるまち

共通目標

区の率先行動及び教育・連携
区が環境にやさしい取組に率先して取り組み、人にも地球にもやさしく
行動する人の輪を広げるまち

<包含する分野別計画 >
豊島区環境教育等行動計画
<個別に定める計画 >
豊島区役所地球温暖化対策実行計画（事務事業編）

★：重点施策・重点指標　　 ：区民の声を反映　　 ：子ども・若者の声を反映  （19 ページ参照）　
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施策体系図

施策 取組指標 成果指標

Ⅰ-1 ★①再生可能エネルギー等の利用促進
★②家庭における環境にやさしい行動の普及促進②家庭における環境にやさしい行動の普及促進
★③事業者における環境にやさしい行動の普及促進

★ 家庭への再生可能エネルギー及び省エネルギー機器等
導入助成件数

★ 事業所への再生可能エネルギー及び省エネルギー機器
等導入助成件数

★としま低炭素モデル地区基準を満たす地区
・遮熱性舗装の整備済面積
・雨水流出抑制対策済量
・校庭への熱交換塗料等の使用小学校数
・高齢者への熱中症予防訪問件数
・熱中症に関する講座等の参加者数

★区内の温室効果ガス排出量
・区内のエネルギー消費量
★区内の太陽光発電設置容量
・区内の太陽光発電設置件数
・熱中症による救急搬送者数Ⅰ-2 　①交通環境の改善

　②自転車利用の促進
　③建築物の環境配慮　
　④脱炭素化に向けたまちづくりの推進

Ⅰ-3 　①暑熱環境対策
★②熱中症対策
　③気候変動適応策としての災害対策

Ⅱ-1 　①自然環境や生物に関する調査・把握
　②自然環境の保全と創出
★③生物多様性保全のための学習・参加の場の提供
　④危険な外来種の情報提供

★生きもの調査に参加する区民の数
・自然環境に触れる講座等の参加人数
・学校・区立公園のビオトープ数
・緑化計画書の届出件数
・公園の整備面積（整備済面積）
★緑化基準を満たす公共施設割合
・街路樹の設置割合（設置済割合）
・地域が管理する公園・ビオトープの数
・協定花壇等の活動団体数

・緑被率
★みどり率
・緑視率が25％以上の箇所の割合
・みどりの協定数
★「多様な生きものが生息・生育できる環境

づくりが進んでいる」と思う区民の割合Ⅱ-2 　①都市空間の緑化推進
　②公共空間のみどりの保全・再生・創出
　③身近なみどりの育成
　④みどりのネットワーク化

Ⅱ-3 ★①地域が参加するみどりのまちづくり
★②地域の人に親しまれる環境の保全・創出

Ⅲ-1 ★①リデュース・リユースによるごみの排出削減
★②区民・事業者への啓発・情報発信
　③食品ロス削減

・ごみ減量に関する出前講座の実施回数
・リユース食器を使用するイベント回数
★3Ｒに関して発信した件数
・ごみ分別アプリの登録者数
・食品ロス削減推進に関する情報発信回数
・区民一人1日あたりのプラスチック回収量
★ 町会・清掃担当者との意見交換会、リサイクル・清掃関

係施設見学会の開催回数
・連携して活動した民間団体等の数
・適正分別・適正排出に関して発信した件数
・不法投棄回収件数

★一人一日あたり区収集ごみ量
・ マイボトル用給水機（公共施設設置分）利

用によるペットボトル削減量
★資源化率
・事業系ごみ（持込ごみ）の排出量
・可燃ごみの分別率
・食品ロス削減に取り組む区民の割合
・ 「ごみの収集が円滑に行われており街がき

れいに保たれている」と思う区民の割合

Ⅲ-2 ★①プラスチック資源回収推進及び更なる資源化の促進①プラスチック資源回収推進及び更なる資源化の促進
　②事業系ごみのリサイクル促進
　③区民・民間事業者との連携・協働

Ⅲ-3 　①適正分別・適正排出の徹底
　②処理困難物等の適正排出
　③災害廃棄物対策

Ⅳ-1 ★①公害対策
　②化学物質の適正管理

★解体工事現場への立入検査によるアスベスト施工状況確認
件数

・VOC（揮発性有機化合物）排出事業場立入指導件数
・ごみゼロウィークの開催回数
★路上喫煙・ポイ捨て防止パトロールの指導件数
★路上喫煙・ポイ捨て禁止啓発路上シールの貼付数
・環境美化に関する活動への参加人数

★ 解体工事における大気汚染防止法の基準
（アスベストに関する作業基準）適合割合

★事業場からのVOC（揮発性有機化合物）排出量
★路上喫煙率
★「道路や公園、街角などにポイ捨てや

落書きがなくきれいである」について肯
定的な回答をする区民の割合

Ⅳ-2 ★①路上喫煙・ポイ捨て防止対策
★②清掃・美化活動の推進
　③カラスやハクビシン等による被害対策

共-1 　①全庁的環境マネジメントシステム
★②現場力向上・気運醸成
★③区有施設等の温室効果ガス削減
　④環境配慮型ワークスタイルの推進
　⑤公共空間のみどりの保全・再生・創出・

身近なみどりの育成

・区有施設の太陽光発電設置済数
★LED 化された街路灯
★再生可能エネルギー電力量の導入率（電力使用量）
★多様な人に向けた環境に関する啓発講座等の参加者数
★環境教育支援プログラムの参加校
・環境リーダーの数
・家庭・事業所での優れた取組に対する表彰数
★ 事業者等の自主的な環境美化活動
（としまクリーンサポーター登録団体数）

・環境に関する連携・協定数
・ 自治体間連携カーボン・オフセット事業による森林整

備面積

★ 豊島区施設から排出される温室効果ガス
排出量
環境教育支援プログラム実施回数

★ 「環境に優しいライフスタイルを実施してい
る」と回答する区民の割合

・ 「みんなで（地域や事業者等と連携して）環
境保全に取り組んでいる、または取り組み
たい」と考える区民の割合

・ 自治体間連携カーボン・オフセット事業に
よるCO2 吸収量

共-2 ★①環境行動力向上のための普及啓発
★②環境教育・環境学習の推進
　③環境情報の効果的な発信

共-3 　①環境活動を率いる人材育成
　②環境活動の拡大

共-4 　①様々な主体との協働推進
★②企業・事業者との連携強化
　③自治体間連携による環境配慮

取組指標：各施策の取組状況を測る指標    成果指標：各基本目標の取組の進捗及び成果を測る指標
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環境都市像の実現に向けた重点施策
1） 重点施策の位置づけ

本計画に位置づける4つの基本目標及び共通目標の柱に沿った施策の中には、区の現状や社会動向など
をふまえて特に重視すべきもの、計画の取組全体の底上げを図るうえで重点的に取り組むべきものがありま
す。

そこで、区が目指す環境都市像を実現するために、全庁的な推進体制のもとで優先的に取り組むべき主
要な施策を重点施策として位置づけました。中間見直し前の計画では、重点施策に加え、リーディングプロ
ジェクト（重点施策の中で優先的に取り組んでいく事業）を定めていましたが、これを統合し、重点とした施
策については、等しく重点的に取り組むこととします。

重点施策は、4つの基本目標及び共通目標ごとに定め、計画的に実施するとともに、点検・評価によって
取組成果の確実な積み重ねを図ります。

2） 重点施策選定の視点
重点施策は、区が主導することで取組の進捗管理ができ、本計画の期間内に目的の達成と成果の可視化

が可能と考えられる施策の中から、以下の視点をふまえ選定します。

● 各基本目標の牽引役となる

計画の 4つの基本目標及び共通目標の実現に向けた取組を牽引することで、本計画の着実な推進につな
がるもの

● 区特有の環境課題の解決に大きく貢献する

高密都市や国際化など、区の特性に起因する環境課題の解決を具体的に進めていくもの

● 様々な主体による取組と連携・協働を促す

区民や事業者等の関連各主体による主体的な取組と連携・協働を促進し、計画の取組全体の底上げを図っ
ていくもの

● 中長期的な取組を展開する

計画期間にとらわれず、将来にわたって良好な環境の維持・保全に貢献するもの

● SDGs への貢献

SDGs が掲げる環境に関連するターゲットの実現に貢献するもの

● 子ども・若者の声を反映

区民、特に20 年後、30 年後子ども・若者が社会を担うことを見据えて、子ども・若者の声を重視
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基本目標Ⅰ

省エネルギー、再生可能エネルギー導入の取組や、気候変動により生じる影響への対策を
重視します。
● 再生可能エネルギー等の利用促進
● 家庭における環境にやさしい行動の普及促進
● 事業者における環境にやさしい行動の普及促進
● 熱中症対策

基本目標Ⅱ

区民が自然環境に触れる機会の提供、みどりに関わる人のつながりの形成を重視します。
● 生物多様性保全のための学習・参加の場の提供
● 地域が参加するみどりのまちづくり
● 地域の人に親しまれる環境の創出・保全

基本目標Ⅲ

リデュース・リユースの優先実施を通じた資源循環と、一人ひとりが責任をもって、ごみを
適正に分別・排出するための啓発・情報発信を重視します。
● リデュース・リユースによるごみの排出削減
● 区民・事業者への啓発・情報発信
● プラスチック資源回収推進及び更なる資源化の促進

基本目標Ⅳ

区民一人ひとりが環境意識を高め、安全で快適に過ごすために、クリーンな大気環境を保
つことを重視します。
● 公害対策
● 路上喫煙・ポイ捨て防止対策
● 清掃・美化活動の推進

共通目標

区の率先行動及び、区民一人ひとりが環境を自分事として考え、行動する土壌形成、区民・
事業者との連携・協働を重視します。
● 現場力向上・気運醸成
● 区有施設等の温室効果ガス削減
● 環境行動力向上のための普及啓発
● 環境教育・環境学習の推進
● 企業・事業者との連携強化

本計画の改定にあたっては、区民の声及び、子ども・若者の声の反映を重視しています。
令和 6（2024）年10月に開催した 2024としまエコライフフェアにおける投票のほか様々な場面で

いただいたご意見に「区民の声マーク」、「子ども・若者の声マーク」を表示しています。

ご意見の詳細は99 ～ 103ページへ

 区民の声マーク  子ども・若者の声マーク

区民、子ども・若者が選んだ施策

3） 重点施策
重点とする施策は以下のとおり選定しました。




